平成25年度　第１回櫛引地域審議会　（会議録・概要）
○日　時：平成２５年５月３０日(木)　午後１時30分から午後４時15分まで
○会　場：櫛引公民館多目的ホール
○出席者：敬称略
（出席委員）斎藤ゆう子、渡部俊美、秋山文雄、成田新一、渡会  昇、澤川宏一、
佐久間泰子、工藤治樹、佐久間忠勝、松浦安雄、今野愼太郎、成田  勇、
森  薫、齋藤美恵、清和ふみ子、今野  亨
（欠席委員）小野寺雄司、上野重和、秋山武彌、伊藤  信

（市側）櫛引庁舎支所長佐藤孝朗、総務企画課長今野勝吉、同課主幹菊地ゆかり、市民福祉課長本間俊司、産業課長齋藤功、同課主幹佐藤浩、総務部南部税務室長工藤幸雄、建設部南部建設事務室長佐藤正明、地域振興課主査三浦裕美、総務企画課主査前森淳子、同課主査菅原正一、同課主任梅津一成、同佐藤文博

－次　第－

[辞令交付]

１　開　　会

２　あいさつ

３　委員紹介

４　会長の選出

５　報　　告

（１）平成２５年度予算及び主な事業の概要について
（２）地区担当職員制度について

６　協　　議

（１）平成２５年度地域審議会の進め方について

（２）その他

７　そ の 他

８　閉　　会

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

総務企画課長

　お忙しいところのご参集ありがとうございます。開会に先立ちまして、平成25年度に入り、各種団体の一部代表者に交代がございました。新にご委嘱申し上げる方をご紹介申し上げます。櫛引区長会会長　渡部俊美様。櫛引地区PTA連合会会長　工藤治樹様のお二方でございます。交代された皆様に佐藤支所長から辞令を交付いたします。

―　辞令交付　―

総務企画課長

　前田前会長が区長交代に伴いまして辞任されておりますことから、新に会長が選任されるまでの間、進行を務めさせていただきます。

　本日欠席を申し出ている委員は４名でございます。皆様におかれましてはご多用のところご出席いただき誠にありがとうございます。会成立の委員数に達していることから、ただ今から平成２５年度第１回櫛引地域審議会を始めさせていただきます。

　初めに審議会の開催にあたり佐藤支所長からごあいさつを申し上げます。

２、あいさつ

佐藤孝朗支所長（以下支所長）

皆さんこんにちは。委員の皆様方におかれましては何かとご多忙のところ平成25年度第１回櫛引地域審議会にご出席をいただきまして誠にありがとうございます。

また、日ごろより皆様方におかれましてはそれぞれのお立場から地域振興にご尽力いただいておりますことに、改めて御礼と感謝申し上げる次第であります。

さて、今年度は４月下旬から５月にかけて例年よりも低い気温で推移したこともあり、田植作業も含めて農作業等が少し遅れ気味に推移している状況にあります。また、５月６日に降雹があり西荒屋や東荒屋の梨やおうとうの花や蕾に当たっていることについては、品質や収量がかなり心配されるところではありますが、今後の生育による持ち直しを期待したいところでございます。

この度、各所属団体の役員改選等に伴いまして先ほどご紹介したとおり２名の方々を新たに委員にご委嘱申し上げたところでございます。これからどうぞよろしくお願いいたします。

新しく委員になられました方には、地域審議会の役割や昨年度１年間の会議録等を事前に送らせていただいておりますので、改めて詳しく申し上げることはいたしませんが、現在の櫛引地域審議会委員の任期につきましては、平成26年6月30日までとなっております。平成22年度からは地域庁舎での課題等をもとに、委員の皆様から地域の活性化等に係るテーマ設定をいただき、２年の任期中に市長への提言としてまとめて頂いて、次年度以降の施策や特色ある地域づくりの事業等にも反映していくこととしております。前回の提言につきましては、平成23年12月に行っていただいており、一定の予算化を行い事業推進をしているという状況であります。
　平成24年度からの協議テーマは「住民主導の広域コミュニティ推進組織」あるいは、「住民参画型の賑わいの創出について」をテーマにして協議いただいておりますが、本年の12月には、これまでの協議をもとに提言書の形にして市長へ提言いただくこととしております。

　また、今年度は10年間の計画として策定している鶴岡市総合計画が、今年度に中間見直しを行うこととしており、それにつきましても今年第４回目あたりの地域審議会で委員の皆様からご意見をいただくことになるかと思います。また、それに併せて平成20年３月に策定しております櫛引地域振興計画・地域振興ビジョンについても見直しを行うこととしておりまして、これにつきましても後日開催する地域審議会において、委員の皆様からご意見をいただくこととしております。

本日の審議会では、次第にもございますが、会長の選出後、報告として平成25年度予算及び主な事業の概要についてご説明させていただき、引き続き協議といたしまして、先ほど申し上げました協議テーマとその進め方についてご検討いただきたいと考えております。

　この審議会を通して委員の皆様のご意見を十分にお伺いし、鶴岡市、とりわけ櫛引地域における事業の推進にできるだけいかしていきたいと考えておりますので、よろしくご審議のほどお願い申し上げまして、開会にあたってのごあいさつとさせていただきます。

　本日は、どうぞよろしくお願いいたします。

３、委員紹介　

　　－事務局が各委員、出席職員を紹介－

４、会長選出

総務企画課長

　会長選出に移らせていただきます。前会長の前田勝区長会会長が24年度末をもちまして交代いたしましたことから、当審議会会長の席が空席となっております。地域審議会の設置に関する協議書第６条第１項の規定により、会長は委員の互選により定めることとされておりますので、職務代理であります斎藤ゆう子副会長から会長席にお着きいただき、会長の選出についてお諮りいただきたいと思います。斎藤副会長よろしくお願いいたします。

斎藤ゆう子副会長

　皆さんこんにちは。ただ今ご紹介いただきました斎藤です。本日はご多用の中平成25年度第１回の櫛引地域審議会にご出席いただきまして誠にありがとうございます。
　昨年は５回にわたり「住民主導の広域コミュニティ推進組織」等について熱い議論を重ねてまいりました。

先程、佐藤支所長のご挨拶にもありましたように、今年１２月には、市長に提言書という形にして提言する予定にもなっております。

その方向性がより良いものになり、あるべき目標に近づけていくためにも、今年度も委員の皆様の活発なご意見ご発言をお願い申し上げたいと思います。

　それでは、会長の選出についてお諮りいたします。如何いたしましょうか？
渡会昇委員

　櫛引の地域審議会は、これまでの例ではずっと区長会会長に就任いただいている経過もありますので、区長会会長がよろしいのではないでしょうか。

斎藤副会長

　ただ今、区長会会長の渡部俊美さんを推薦する旨のご発言がありました。ほかにはございませんでしょうか。

無ければ区長会会長の渡部俊美さんを会長に選出することにご異議ございませんか。

―　委員一同異議なしの声　―

斎藤副会長

　それでは皆さんの拍手で渡部俊美さんに会長をお願いしたいと思います。

―　会場拍手　―

斎藤副会長

　渡部俊美さんが会長ということで決定されました。ご協力ありがとうございました。私の役目はここで終わらせていただきます。どうもありがとうございました。

総務企画課長

　斎藤副会長ありがとうございました。

　それでは渡部俊美委員から会長席に着いていただきたいと思います。よろしくお願いします。

　会長に選出されました渡部俊美様より一言ごあいさつをいただきたいと思います。

渡部俊美会長（以下会長）
　ただ今皆様からご審議いただき、櫛引地域審議会の会長に選出いただきのました渡部でございます。
私は、地域審議会のことは何も分かっておりませんし、初めての経験でございますので、皆様のアドバイスをいただきながら進めていきたいと思いますので、宜しくお願いいたします。
総務企画課長

　ありがとうございました。

　それでは協議書第７条第３項の規定によりまして会の進行は会長が務めることとなっておりますので、ここからは渡部新会長にお願いしたいと思います。よろしくお願いします。

５、報告

会長

　これよりは会長の任務ということですので、暫時の間進行の役を務めさせていただきます。

　それでは次第５番（1）の平成25年度予算案及び主な事業の概要について当局から説明をお願いしたいと思います。

－事務局　　配布資料一覧により配布資料確認－

－支所長及び各管理職職員が平成25年度予算及び主な事業の概要について説明－
会長

それでは、一通り「平成２５年度予算及び主な事業の概要について」の説明が終わった

ようですので、只今の説明について何かご質問のある方ありますか。

佐久間忠勝委員

最初に庁舎予算の関連ですが、２ページに櫛引公民館の改修工事で冷暖房の説明がございました。去年は故障で大変でしたが、今年度1400万円あまりの予算がついたということで、１つは入札も終わり工期が７月末の予定になっているようです。７月にもなればかなり暑くなる訳ですので、工事は６月末で完了し、７月の暑い時期には使えるようにしなければ、ダメなのではないかと思ったのですが、これは、物理的に無理なのかこれから業者が決まるとすれば、交渉次第で頑張ってもらうということが必要ではないか、というのが１点目で、それから、このホールの冷暖房は上から落ちてくるわけで、この前の審議会でも申し上げたのですが、この技術的な手法として、今の配管を生かした形でやるのか、この内容を見ると冷温水熱源設備交換等とありますが、それとも別にエアコンみたいにセッティングをして別の方法でやるのか、この辺の内容についてどんなことを考えているのかということであります。

２つ目は３ページに、黒川能の予算の関係で25万ということで、確か今までは、この10倍ぐらいの予算で水焰の能を実施してきたと認識していましたが、予算25万円とこんなに安い経費で、相当削減しているわけですけども、内容についてどんなふうにやるのかということを、まずここで区切ってこの２つほどお聞きします。

総務企画課主幹

  このホールの空調設備についてですが、昨年の夏の状況を見ましても、確かに暑くなるのは間もなくで、もうすでに暑くなっておりますけれども、新年度が明けてから、すぐに動き出しました。実際に設計を依頼してから業者を選定し、手続き等を急いだ中でも、この時期になってしまうということで、これ以上早めるということは、佐久間委員おっしゃるとおり、物理的に難しいということで、急いだ中でも７月末という工期になってしまったという経過がございます。

それから、どういった工事の内容になるかということですけれども、これまでは灯油を使った冷暖房でしたが、今度の設備はヒートポンプ式で、電気を使った空調設備ということで、設備については全面的に交換するということで予定しております。古いものはすべて撤去して上で、新しい機械を入れるということになりますが、その機械は、発注後に組み立てにかかるものですから、製品を持ってくるということにならないので、作りだしてから完成までに最低でも1ヵ月以上はかかるということです。そういったこともあって工期が７月末になってしまうことになります。また、冷暖房の空気については、今までどおり天井から冷暖房の空気が下りてくる方式で、下の方がなかなか温まりにくいということもありましたが、これまでと同じ様に上の方のプロペラを回しながら空気の流れで、冷暖房を図っていくという方法になります。

産業課主幹

  産業課にご質問ありました水焔の能の予算額についてでありますが、先ほどの説明は早口でお分かりいただけなかった部分があろうかと思いますが、この25万円につきましては、30周年記念事業の相当分だけを表しているものでありまして、その他に野外能楽開催費としましては、例年同様に開催するように総額で230万円ほどの予算が別途ついております。すでにポスター、チラシ等も出来上がりまして、間もなく各地区、各団体、各企業の方に広くＰＲをして参りたいと考えております。東小学校さんの舞囃子、先ほど申し上げました30周年記念の共演として「松山能」の「安達原」、それから今年は黒川能下座のみなさんが担当するということで、黒川能下座によります能「箙」、狂言「附子」、能「石橋」ということで、能番組の方も厳選をされて、非常に見応えのあるもので構成されておりますので、みなさんからも、ＰＲをお願いできればと思います。
佐久間忠勝委員

  冷暖房の件については、物理的に難しいとすれば、仕方ないものとしてわかりました。

それでは、３点目は鶴岡市全体の予算の中で、先ほど行財政改革の推進の中で体育施設の管理業務委託の説明がありましたけども、市の体育施設の指定管理について、昨年鶴岡市の体育協会は、ＮＰＯ法人となって今年の春から、市の体育施設の指定管理を受託し、運営・管理業務を行っている訳であります。小真木原運動公園内の総合体育館、野球場、陸上競技場、武道館など、13の体育施設が体育協会によって運営管理されています。

体育協会の職員も新たに４名増やし、今までの２名と合わせて６名の体制で運営が進められている訳でありますが、平成26年度には旧町村の体育施設も市から体育協会へ指定管理をする方向で検討されているようです。従って、今その準備がされているという話を聞いております。

櫛引地域にもスポーツセンター、総合運動公園、その中には野球場、陸上競技場、多目的広場、グラウンドゴルフ場などの体育施設があり、毎年多くの人が利用しているという状況にございます。来年度、例え運営管理が変わっても、今までどおり不便なく利用できるようにしなければならないと私も体育協会の立場でも考えております。指定管理業務の内容については、施設の利用料はいろいろ聞いてみると市の収入としていますし、人件費とか施設がいろいろあって、各種施設管理運営などの主な経費については、指定管理業務委託料として市から体育協会へ支払がされているということであります。

櫛引のスポーツセンター、総合運動公園は、小学生から高齢者まで、大変幅広い利用が行われておりますし、平成24年度の実績を聞いてみると約９万人の利用がありましたし、特に市町村合併後は、櫛引以外の市全体からの利用も非常に多くて、大変な賑わい・交流の場になっているという状況であります。将来とも体育スポーツ活動の交流の場として、当然重要な役割を果たすものであると思いますし、果たさなければならないとも思っています。

施設の運営をうまく進めるためには、人材の確保が大変大事だと考えていますし、今年の４月に開催されました鶴岡市体育協会の理事会においても、来年度旧町村の体育施設の指定管理を受けるにあたっては、体育協会の職員としての人材確保を行うよう、私も強く要望、提言をしました。施設管理や作業は、当然臨時的職員が多くなると思います。ただ全体をまとめる責任ある立場の職員の確保が、何としても必要だということであります。体育施設は収益性が高いものではない訳で、ご承知のように使用料等の徴収はするにしても、受益者負担ということでの僅かの利用料ということになります。従って公共施設として、多くの市民が利用し活力の場として、いわゆる価値観が高まれば施設としても評価もされるというものだと考えています。
櫛引庁舎においても公共性の非常に高い、重要な施設である体育施設は、今後もより良い運営をしていくために、人材確保などは大変重要な事でございますので、その辺についても、庁舎の方からも要望なり要請、働きかけを強くお願いしたいと言うことで、いろいろ情報提供とか要望になりますが、よろしくお願いいたします。

支所長

  ただ今、佐久間委員からお話あったとおり、櫛引の体育施設はたくさんの方が利用されております。私共も、いろんな施設をやってみて、機械の設備とか性能よりも、何よりもやはり評価を受けるのは、そこの施設の管理運営、そしていろんなソフト、ハードに精通した人材を如何にそこに張り付けるかだという風に思っています。そういった面で、今の直営管理は、定期的な人事異動というとこもあり、それからまた、専門的なノウハウを持った、例えばスポーツインストラクターとか、臨時的な職員をいろんな制約から長く雇用できないといった隘路もあります。そういったところを今回の民間、体育協会への指定管理を行うことで、制約のないところで、いい人材を一定期間雇用して今よりもいい形での運営ができないか、というところがあると私も理解しておりますので、櫛引の施設に即したいい人材を是非配置できるように、庁舎としても申し入れをしていきたいと考えております。大変ありがとうございました。

松浦安雄委員

  有害鳥獣の関係ですけども、私も県議会議員の時山形県の猟友会顧問を長くやっていました。その中でいつも問題になるのがこの有害駆除の問題で、急に猟友会に要請が出ると、そんなことを聞きました。猟友会が高齢化になってきて、また新しく入る人がいないものだから、これが大変だということでございまして、櫛引地域には今は猟友会の会員はどのくらいの人数いるもんですか。
産業課長

  櫛引の代表が田代地区の川崎さんでして、櫛引の会員は10人くらいですかね。高齢化についてはどこの地域でも同じで、猟友会の支援をどうしていくかというのが鶴岡市のおおきな課題ということで位置づけておりまして、どういうふうな形で連携し支援していけるかといことを、予算編成に合わせて検討している状況でございます。

松浦安雄委員

  庄内の猟友会の会長と私は友達なんです。急に何とかしてくれと言われましても非常に難しいということで、大変今猟友会でも問題になっているそうでございます。ある学者に言わせますと野生の動物と共生したほうがいいとも言う人いますが、猿や熊と共生できる訳がないですよ。まず、学者が言うことと地域の人との考えとは全く違って、まったくおかしなことを堂々と言う方いますけれども、今朝のテレビでも見ましたが、野生の鵜も大変なことになっているそうで、何千羽もいて、鮎を放流するそばから鵜が集まってきて、鵜が食べるもんで、放流できなくてひどいというものでした。それは保護活動からそうなったと、最初鵜がうーんと少なくて、今何十倍もなったと、その保護活動からそういう被害を受けるようになったということなんだそうです。それから鵜のフンで木が枯れる始末になっている。これから野生の鳥獣も大変な害がでてくると思います。この間も西荒屋の方で熊が出たということですが、これは我々のところでは何か人的な被害があると動くんですが、特別人的な被害がないと「なんとか対策をしなければならないな」と言いますけど、本気で対策をしないと、これから農業も大変な時代がくると思います。猟友会会員を育成する運動をするか、いろんな課題を抱えている訳ですけど、前向きな考えを何か持っているものでしょうか。

産業課長

  個々の農家の対応では限界があるということで、集落全体での取り組み強化とか、あと熊に関しては、昨年残念ながら人身被害も出てしまいましたし、一定の捕獲基準というのは県の方で定めている訳ですけれど、人身被害が心配される場合は、これは市の許可になりますので迅速に許可を出していくという様な方向を、担当課としてまた市全体でもそういう方向にしたいという考えでいます。

  あと、私も詳しくないのですが、猿については、元々は今でこそ猿被害が拡大しておりますけども、いろいろ資料を見てみますと、昭和20年代は漢方薬としてサルが高値で取引されたようなこともあって、生息分布が広範囲に消えた歴史を持っているようです。そういったことから保護活動をしてきたとも思いますが、その保護活動によって、こういった状況になってきている面もあると思います。猿については鶴岡市では年間180頭捕獲する許可を県知事からもらって、その範囲でやっている訳ですけれども、いずれにしても朝日、温海はこれまでも拡大していますし、その被害が櫛引の方にもだいぶ及んでいる状況ですので、とにかく農作物被害については、まずは餌場にしないとか、猿を何とかするというスタンスよりは、餌場にしないという方向で猿を寄せ付けないというふうな方向で、農家の皆様にチラシを配ってお願いしている状況です。

松浦安雄委員

  この問題はこれから非常に大きくなると思います。果樹地帯や山の上の方に畑があるところでは非常に被害が大きくなると思っています。前は、許可がくるまで銃では打てないと、許可くるまでにはみんな食べられて何にもなくなると、そういう迅速な対応の仕方、それから将来を見越した対応の仕方を行政から考えてもらって、我々の声を聞いて早いうちに対策を立ててもらいたいと思いますし、前向きに考えていただきたいと思います。
佐久間忠勝委員

  熊の出没で、この前西荒屋の方に出没して、すぐ無線で放送があって「西荒屋地区の柿畑で熊が出没しました。周辺の方々はご注意ください」ということでしたが、西荒屋地区も大変広い地域なもんですから、みんなで「どこの柿畑だろう」という話になりました。西荒屋地区の６役、私も役員をやっていまして、集まる機会があって区長の方にも、この前広報無線だとかテレビや新聞に出たけど「西荒屋の柿畑」までしか出てなくて、いったいどこの柿畑かと言う話をしたら区長もわからなかったそうです。朝５時で発見した人が今日出席している今野さんだと最近分かったものですから、さっき西荒屋のどこの柿畑かを聞いて初めて、谷定のすぐ近くの佐久間■さんの柿畑だということが、今わかったんです。ですから、注意喚起をしたり、自分が注意をするには、西荒屋の柿畑だけではなくて、西荒屋地区のどこの山だとか、どこに熊が出没したかというところまで言ってもらわないと、お互いに地区の役員として、また家族とかに「ここに出たから注意しろ」と言うこともできます。今聞いてみると私の山というか畑もすぐ近くにありますが、孟宗とりとかで時々行っております。するとすぐ近くに出た訳で、やはりそういう意識をしながら行く場合と、全然無意識で行った場合と、パッと突然熊と出会ったりする場合もある訳ですから、その辺は、今後また出没の可能性も十分あるので、具体の場所を発見者から聞くなりして放送してもらわないと万全ではないと思いましたので、その辺よろしくお願いします。

産業課長

  ありがとうございます。情報提供をいただいたことを踏まえて、担当地区の区長さんですとか、あるいは警察、学校関係者、そういった方々に連絡させていただいて、地域住民の方にはＫＣＴの音声告知で注意喚起しておりますが、確認の時点できちんと地区のどの辺なのかも含めて確認して対処したいと思います。

成田勇委員

  せっかく、熊の話でましたので、この間有害鳥獣関連の会議を櫛引公民館でやった時に言われたのですけども、猿は出てきて山に逃げて帰るんだけれども、熊は食い物がある近くに定住するという話を聞いた訳です。

私の地区の松根の方にも熊のフンもチラホラと見えます。昨年は桃平地内で人的被害があったわけですが、いわゆる三礎林、あの付近に熊の定住地があるのではないかと、あるいは今の西荒屋地区には、松根よりはずっとおいしい物がある沢山ある地区ですから、熊の出没が何回か放送されるということで、やはり人的被害の前に、今松浦委員からあったような緊急対応の体制も非常に大事なんだけれども、それと合わせて熊が定住しているという状況を、猟友会の人たちから聞いている訳ですから、なんとか調査をし、調査をしながら熊を追い払う捕獲する、という事前対応をしていくことが大事ではないかということで一つ意見を言わせていただきました。

ついででございますけど、質問でありますが、婚活支援事業では市全体で250万円の予算のようですが、そのうち櫛引にはどのくらいのお金が下されているものか、あるいはイベントというのは大体、参加料プラス講師とかいろいろな方々の費用が公費で賄われていくわけですけども、この250万円というお金が市全体でどのような形で使われようとしているのか、昨年も予算としてはあった訳ですけども、その辺伺いたいなと。是非、私から言わせてもらえば婚活支援の重要さを提言してきた本家櫛引には少し手厚い予算配分、あるいは事業があっていいのではないかというのが２点目であります。

それから３点目、ゆ～Ｔｏｗｎの施設修繕ということで、脱衣所の床の工事、これは大変大事なことで結構でありますけど、私もこの公的温泉がずっと持続することを願う一人でございますが、先ほど産業課長の方から利用者減少の要因の一つであるというふうにお話しがありましたけど、それもそうだろうと思いますが、その他にこの減少の要因というものはどんなものがあげられるのか、その原因がわかればそれに対応する仕方もでてくる訳ですから、ぜひその辺わかっておりましたら、明らかにしてほしいと言うことであります。

総務企画課長

  最初に婚活の関係でございますが、今年度の櫛引庁舎分の予算というのは約25万円でございます。使い方ということでは、先ほどチラシをご紹介しましたけども、婚活セミナーとカップリングイベントの２つの事業に対しての予算措置でございます。講師謝金でありますとか、チラシ類の印刷費ですとか、食糧費とか会場借り上げ料になっております。その他、松根地区の松根塾で取り組む婚活支援事業についてはご承知のとおり「いきいきまちづくり事業」での別の支援措置がございます。ほぼ、他の庁舎も概ねそういった構成になっております。

地域振興課 前田専門員

  婚活支援事業の担当をしておりますので、私の方から全市的な予算の使い方について若干説明させていただきたいと思います。先ほど今野課長の方からもあったように櫛引の予算ということで25万円ほどというような話しでしたが、昨年度から市を挙げて婚活事業に取り組んで行こうと、庁舎ごとに地域の特性を活かした婚活事業を運営していこうということで、全庁舎で１回は少なくともイベントを打っていこうという部分での予算配当でございます。それ以外に本所では「鶴岡婚活支援ネットワーク」という、松根塾さんにも入っていただいていますが、各企業とか自治会ですとかホテルやレストランとか、市が実施する婚活事業に賛同いただける団体にご協力いただきネットワークを組んでおりますが、そういった民間の団体が実施するイベントに対する補助金もこの250万円の中には含まれております。また、そのネットワーク全体として、地域を挙げて婚活をサポートしていけるような仕組みをつくるということで、企業とか団体同士の交流の場を設けるというような部分でも全体の予算の中に計上しておりまして、そういったものすべて含めての250万円という位置づけになっております。

産業課長

  産業課の方から、前段の熊の関係で若干補足させてください。昨年度、新たに鳥獣被害の拡大に対応する会議ということで、庁舎単位に産業課、本所の農山漁村振興課、農政課、農協、関係の区長さんからお集まりいただいて、当然、猟友会のみなさんからも参加いただいて、対策会議をやっております。その中で猟友会さんの方から熊が山に戻らないで里に潜んでいるという話があった訳ですけど、これについては引き続き対策会議を継続していくことにしております。本所の方とも協議して対策を講ずるように進めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。

  ゆ～Ｔｏｗｎ利用客減少の関係は、今野支配人から補足いただければと思いますけども、高齢化ということで、今まで利用していた方がお亡くなりになるこというような状況、それから足腰が弱って介護を要する状態になって、今まで毎日通っていた人がゆ～Ｔｏｗｎに行けなくなるという場合も考えられますし、あとは家族で利用してた方も利用しなくなったとか若い方の温泉離れ、こういったことが内部的に利用客減少の要因だと分析しております。なお、補足の方は今野委員からお願いできればと思います。

今野慎太郎委員

  いつもご利用いただき、ありがとうございます。まずお礼を申し上げます。ただ今、成田委員から質問がありました利用者の減少の関係ですが、主に大きくは３つ挙げられると思います。一つは少子高齢化でございます。鶴岡市の人口も８年経過をして8,000人弱人口が減少しているということは、言わば櫛引が7,800人位の人口ですから、櫛引がそっくり８年位でなくなっているという状況、それほど、人口減少の進度が最近は高くなっているということが一つであります。

それから何と言っても、今全国的にはアベノミクスとか騒がれてはいますけども、地方に関しては景気が低迷しているということで、特に若い世代の方々は子育てとか、土地を求める、家を建てるなどして余裕がないと、無駄なお金は使わないという傾向にあると思います。

それからもう一つ、一番大きいのは施設が22年目を迎えておりますので、大変老朽化をしています。これについては一部、リニューアルも10年くらいしていない状況です。施設自体の老朽化と併せ、最近は鶴岡の旧市内の方に小真木の温泉ができましたし、人口が減少しているのに同じおはちのごはんを分け合って食べる訳ですから、営業する条件としては非常に悪いという傾向にございます。
今、特にうちの方の特徴は、他の温泉と違いまして源泉100％かけ流しです。毎日９時以降にお客さん帰ってから全部お湯をはらって、一晩かけて新しいお湯に張り替えをするということで、源泉100％はうちの方だけで、他の施設は循環式ですから、うちの方が一番衛生的であるということをご理解願いたいと思います。

それから地元の利用率は、自慢してもいいと思うんですが、うちの方は４割を占めています。羽黒さんの場合は地元利用率が２割強で、長沼温泉の場合は３割ぐらいということを聞いております。地元利用率は高いのですが、残念ながら今申し上げたような理由で、なかなか入浴客数の確保が少しずつ減少しているという状況でござまいす。ひとつ、みなさん方からも、温泉入浴も含めて食事もできますので、この中にも毎日のように来ていただく常連さんもおりますけども、みなさん方からも大いに宣伝してもらいたいと思いますし、私もこういう会議ある度に、余談で宣伝させてもらっていますので今後ともよろしくお願いしたいと思います。
会長
それでは、時間の関係もありますので質問をこれで打ち切り（２）の地区担当職員制度について移ります。

当局の方から説明お願いします。
　　
－　資料３の地区担当職員制度について総務企画課長が説明－
会長

只今の、地区担当職員制度の説明についてご質問のある方お願いします
今野慎太郎委員

  地域で開催される主な行事は、土・日・祭日とか、あるいは夜間というものが大変多いです。事前に案内さえすれば、土・日・祭日とか夜間でもいつでも出席が可能かどうかをお聞きしたいです。

総務企画課長

  地域に入っていくことに関しては、事前に区長さんとか地域の方と十分相談をさせていただきながら、どういった会合へ参加をさせていただくかも含めて、調整をさせていただくことになりますけが、当然、夜とか土日ということも含めて、対応をして参るという考え方でございます。ただ、どのくらいの回数になるかということについては、今年は制度導入の年でもあり、７月からのスタートということでもありますので、地域へお邪魔するということでは２回くらいを目途に考えておりますけども、その地域によっては、それぞれご相談をさせていただきながら対応をして参りたいと思います。
会長
それでは、報告事項はこの辺で終了しまして、次に６の協議に移りますが、その前に10分間の休憩を取りたいと思います。再開を３時２５分からといたします。

－休憩－

６、協　議

それでは、休憩前に引き続き会議を再開します。
（１）平成２５年度の地域審議会の進め方については、資料もあるようですので、当局から説明をお願いいたします。
－　資料４平成25年度地域審議会の進め方について事務局説明　－
会長

只今、地域審議会の進め方について、事務局案を説明いただきましたがこれについては、協議事項でもありますので、委員の皆さんから色々ご意見をいただきたいと思います。
佐久間忠勝委員
地域審議会の進め方の中で一つ提案したいのですが、市全体で行財政改革の審議会が年間、相当回数開催されていまして、その委員の方も各分野の専門家だとか、幅広い分野の方々が意見を出して議論をしているようです。これは当然、性格上大変厳しいシビアな話になる訳でして、その議事録がインターネット上にも載っていますので、私も時々見ています。その中で、それらの意見を生かして事業の執行や、予算の廃止だとか、それに繋がるものが大変多い訳でありますけど、その中で櫛引庁舎に関連する関係するものもあります。私もこの間見ていましたら、櫛引地域では２つか３つぐらい載っていたのですが、その中で高齢者活動センターの利用をどうするのか、扱いをどうするかと言う事が載っていて、ちょうど本間課長さんからも活動センターの体育協会での利用について、何かないだろうかという相談も受けたりもしたので、私もあーそうかと思っていたのですが、こういった行革委員会の中で議題になってその取り組みが進められようとしているものについて、特に庁舎と関わりのある部分については、この審議会にも報告なりしてもらって、必要によっては委員の方の意見も聞いて、それを反映させられるものは反映していくという方向で、今後開催する時には、入れてもらった方がいいのではないかと思いますので、よろしくお願いします。
支所長
  ただ今は貴重なご意見をいただきまして、ありがとうございました。櫛引地域の行革関連については、今年は「産直あぐり」の民間譲渡があり、この４月から実施いたしました。先ほどお話にでました「ふるさとむら宝谷」や、それから「ほのかたらのき代」、それから「ケーブルテレビ」、「高齢者活動センター」あるいは「ふるさと会の補助金」、たくさんございますけども、行革の実施計画で方向性は出ている状況があり、あとはその進め方について、市と当事者、いわゆる相手先になる指定管理者の法人であるとか地元集落であるとか、そういう相手と担当課で協議を進めさせていただいて、目標年度までにそういった行革の方向が達成できるかどうかというところで作業をさせていただいております。そういった状況ですので、審議会の方にご報告が遅れているということは、お詫びを申し上げながら、全体のリストや現在の進捗状況についてはご報告できる部分もございますので、そのタイミングについて、内部で協議をさせていただいて何らかの報告ができるようにさせていただきます。後程、会長とも相談させていただきますのでよろしくお願いします。
斎藤ゆう子委員
  先ほどの説明にも関係してますけども、「住民参画型のにぎわいの創出について」ということで、去年からずっとこれを掲げてきて、何回も討論を重ねてきた訳です。鶴岡市の「命いきいき文化都市創造プラン」の中に「食文化の創造都市推進事業」とありまして、その中に地域が一体となってプロジェクトを推進するとあります。例えば、地域に伝わる食文化と言うからには、単なる日々の食事だけじゃなくて、ハレやケの日など家庭や地域において、季節ごとのいろんな行事の中で受け継がれてきたものでもあります。

最近は奥田シェフとか庄内浜文化伝道師のみなさん達が一生懸命になって、いろんなイベントを仕掛けて、新聞などにも多く取り上げられておりますし、じゃあ櫛引地域の中で「食文化の創造都市推進事業」の中にどういった関わりを持てるのか、というようなことをお聞きしたいと思います。庁舎の中からは、この推進事業の中に何かメニューとして入れているものがあるのでしょうか。
産業課主幹

  本所の政策推進課が担当になって進めている事業でございまして、特別に関連づけて庁舎でこの部分というのは、今のところ位置づけはされていないところであります。ところが全市的には大きな予算規模で、たくさんの事業をやっているということもあって、別団体も組織をされて、例えば６月には「駅スポ」というイベントもあったりして、それには黒川能の上座も出演したり、黒川能に伝わる凍み豆腐も提供させたりとか、様々な形で櫛引の食文化や伝統文化も紹介されるということであります。櫛引にもたくさん歴史ある食文化がございますし、農家民宿、農家レストラン等もありますので、これからについては、そういったものが体系化されて「食文化推進都市」を目指すということでもありますので、私ども櫛引地域も応分に参画することとなると思います。
ただ、ここでは明確に、その体系化の中でどのような役割を果たすかということは、不勉強なところもあって、今後の計画等の進み具合も聞きながら、また次回等の会議の席でお話できることがあれば申し上げていきたいと思います。
斎藤ゆう子委員
  今、黒川能のことも触れられましたし、確かに黒川能演能の部分で500年の歴史がある訳ですが、その裏には豆腐を中心とした食文化、これもまた綿々と500年続いていたという食文化がある訳です。農家レストラン、今日、齋藤美恵さんもいらっしゃいますが、多くの方たちにそれを広めてくれるものだと思います。この他にも、宝谷そばとか、丸岡の鯉餅祭りとかありますが、もっと食文化を観光と物販に直ぐに結び付けるというのではなくても、その地域の活性化を生み出すために、もっと何か利活用できないものか。人と人との繋がりを深かめるようなアクションを起こせないものかと思っていまして、それが地域の賑わいの創出に繋がればいいのではないかなと私は思っておりました。
去年でしたけども、松根地区で伝統料理をよみがえらせようということで、お母さんたちの取組みをＫＣＴで見たことがあります。その時、私もＫＣＴの放送番組審議会の委員をしていたので、その人たちを1回だけで放送するのではなくて、どういうふうにその後、進めたかというところを追っかけて取材して私たちに知らせて欲しいという発言をしたことがあります。やはりそういうふうに、そこそこの地域でそういうものに取り組もうとしている方たちもいらっしゃいます。

食育と言えば子どもから関係してくる訳ですけども、これには高齢者の出番も大いにあるかと思います。今、本当に伝統料理なんかは特に、結婚式や葬儀もみんなセレモニーで、企業まかせセレモニーまかせになり、私たちの世代ですらすでに伝統料理は作れなくなってきています。伝統料理的なものを活用した「にぎわいの創出」というものも作れるのではないかなと思ったものですから質問させていただきました。ありがとうございました。
支所長
  ただ今は、斎藤委員から貴重なご意見ありがとうございました。食文化推進ということで大変テーマが大きくて、地域庁舎の関わりということでも、ありそうでなさそうで、なかなかこの事業についてはまだ確立されていない部分もありますし、体系化もまだまだだと思っています。
庁舎でできることでは、本所に対する情報発信、情報提供の他に先ほど申し上げました地域振興計画の見直しの中で、地域活性化事業を私どもとして新たに考えて、提案したいと思っておりますので、今、斎藤委員からお話あったようなことも大変貴重な視点だと思っておりますので、そういったものを切り口にした地域活性化事業についても、いろいろみなさんのご意見をお聞きしながら、少し研究してまいりたいと考えております。
産業課長
  補足になりますけども、今日おいでの齋藤美恵委員が代表になっている「黒川能の里の会」と政策推進課が所管する鶴岡食文化産業創造センターと一緒になって昨年、料理講習を３回ほど実施しています。支所長から話あったように、食文化の推進というのが、櫛引庁舎に留まらず、市全体で進めていくというものですから、庁舎と本所全体での役割分担みたいなものもきちんと本所の方と話し合っていきたいと思います。
齋藤美恵委員

  ただ今、課長のお話の中に料理講習という話し出ましたので、少し補足させていただきます。去年「黒川能の里の会」のメンバー６名の方と料理講習をしましたが、そこでは黒川でよく使われる山椒を使った、シフォンケーキを作ってみたんです。好評…と、まではいかなかったのですが、初めてのこととして、これから黒川に伝わっていくようないろいろな物を作っていきたいと思っていまして、その足がかりみたいな事は初めています。これからみなさんのご意見を聞きながら、むしろ年配の方の意見も聞きながら、いろんなことに挑戦していきたいと思っておりますので、これからもよろしくお願いします。
松浦安雄委員
  資料５の関係でもいいですか？
  私が去年、敬老会の事で発言したわけですが、75歳以上では少し高齢者の方々に感謝する度合いが少なくなってきているのではないかと思っています。私は70歳の時からすっと参加しておりましたし、来賓で出席したたこともありましたけども、以前は非常に和やかで人も多かったんです。ところが最近は5歳しか違っていない訳ですが、その参加率の下がり方がものすごく極端です。来年もあの調子でいけば、ずっと減っていくと思うんです。ここに書いている平均寿命が延びているが、健康寿命をいかにして延ばすかというテーマもありながら、敬老会の方は年とった人だけを呼ぶというのは、バランスのとれない話ではないか。敬老会も何としても70歳以上に戻してもらいたい。もっと若い人からも参加してもらって、もう少し参加者を増やせるような施策が出来ないものか。今年も行ってみたが、人が来ていなくて来年は恰好悪くて来られないと言う人がいっぱいいる。前はスポーツセンターいっぱいだったが今は半分もいない。あれはもう少し考えてもらいたい。経費節減、経費節減というがそれにはそんなにかからない。今まで一生懸命働いてきた人たちへの感謝であり、その辺のことも含めて来年からぜひともお願いしたい。
市民福祉課長
  前回も松浦委員から今のお話をいただきまして、合併の関係で70歳から75歳へ統一という形で、75歳まで引き上げられた経過は前の前田会長からもお話がございました。私、あの時は年齢を下げることは至難ですけども、松浦委員さんから、こういうお話があったことはお伝えいたしますということで、本所の担当課長にはお伝えしてございます。返答は今のところございませんけども、確かにおっしゃるとおり、今回は去年より20人ほどまた出席者が減りました。ただ今回、審議会の会長さんに実行委員会の会長をしていただいた訳ですけども、趣向を少し変えて実施いたしました。そうしたところ評判が良く来年に結び付くような事業にはなったのではないかと思っております。ただ、多くのみなさんが来られるようにできるだけ対応をしていかなければいけないと思っていますが、例えばお聞きしますと、わざわざ体育館までくるというのが億劫だというような声もお聞きしますし、また、まだ75歳では年寄りではないという人も中にはいらっしゃるということもお聞きしております。委員さんからお話あった件はお伝えをさせていただきますし、今後どうなるかわかりませんけども、75歳以上で続く中では、私どもとしては最善の努力をして、出来るだけ参加者を増やして参りたいと考えております。
松浦安雄委員
  75歳でまだまだ若いという丈夫な人はそう言うのよ。私、今81歳になるけど気持ちはまだ60歳ですよ。でも私はこれまで生きてこれた、生かしてもらったということで心では大変感謝しています。あの敬老会は年とった人の交流の場所なんです。交流の場所を縮めていくというのは、ちょっとおかしいと感じる。だからなるべく人を集める環境をつくるような知恵を出さないといけないのではないか。80歳以上になってくると、私も80歳以上ですが、あまり参加者がいないのよ。その辺のことをもう少し考えてもらって、そうでないと敬老会も面白くなくなってくる。
成田新一委員
  関連してですが、櫛引は農村地域なわけで、今年は田植えが１週間くらい遅れたということもあったので、特に年配の人から言われるんですが、時期的に敬老会が毎年忙しい時期なもんですから、もっと遅く６月になってからやってもらえないかという声を聴きます。そういうことも考慮してもらえれば、もっと参加者が増えるのではないかと思います。
市民福祉課長

  ありがとうございます。実行委員会にもそのようなご意見があったということをお伝えしながら実行委員の方々と協議をしてまいりたいと思います。やはり、そういうことがあれば、少し変えるという選択もあるかなと思いますので、会長さん初め、委員の方もいらっしゃいますので、協議をして参りたいと思います。
今野慎太郎委員

  今日は言わないと思ってきたのですが、言わせてもらいます。各地区での敬老会の予算の持ち方ですけども、例えば櫛引は一人あたり1,400円、藤島は一人あたり2,400円、旧市内は1,100円とか、合併した時に、当時調整項目に入っていなかったという話を聞きました。櫛引の場合は招待者の内の３割ぐらいの出席率、藤島は４割以上だということを聞いていますけども、私は予算の中身にも少し参加者の参加率の影響もあるのではないかと感じていますので、機会がありましたらそれらの調整というのを進めていただけるとありがたいと思います。
会長
  敬老会の話ですけども、私たちも、今委員のみなさんから言われたことは十分感じていますし、今後、みなさんから大勢参加してもらって喜んでもらえるような方向に進めるように、実行委員のみなさんで協議していきたいと思いますのでよろしくお願いします。
成田勇委員
  今、会長の話しで敬老会の話は終わりになったようでありますけども、ここに敬老会の実行委員が４名ほどおりますが、私も敬老会に区長として６回ほど出ていますが、やはり年々人は減っています。そして特に今年感じたのはやはり75歳の壁というのは結構大きいなと思っています。
不参加者の地区の名簿を見ると、「この人、ちょっと行けなくなったかもな」と思うようなメンバーが多くなりました。少なくなると悪影響で「元気な人も去年、あの人が来なかったから、今年行かない」とかマイナスの連鎖反応がどんどん起きるのが年寄りの世界で、この辺のところが大変キツイです。議論の方向の中にも、例えば、今一人当たりの会費の問題も出ましたけども、櫛引は敬老会を活発にするためにも年齢を下げるぞと言うことが、行政的な部分で説得力を持つことができるのか、たくさんの状況があったら年齢を下げてもいいということになるのか。ラインだけが決まっていてどうしようもないところにきてるのか、というのが私も感ずるところがありました。
  そればっかり話してもあれですから、私から一つ提案といいますか、方向の中に入れたらどうかということで申し上げますと、いわゆる「住民参加型のにぎわいの創出」に関連して、私もずっと資料を見ていると、グリーン・ツーリズムの推進計画というところの部分がちょっと引っかかるんです。これはやはり「にぎわい創出」には大変重要なポイントではないか。そのグリーン・ツーリズムの推進計画というのが、平成２０年３月に作った櫛引地域・地域振興ビジョンのそれ以後、どういう前進をしているのかというところを見ると、中々目に見えた形での前進はないように思います。地域の努力で観光果樹園、あるいは農家レストラン、こういう開設の中で、大変な努力をしている部隊ももちろんありますけども、しかし櫛引地域全体としてグリーン・ツーリズムの推進というものについて、いわゆる拠点となる部分が、例えば産業課であったということであるならば、これは、私は前進しないと思うんですよ。そんなに産業課、仕事が楽なところではないと思います。
つまり私が言いたいのは、やはり、これを前進させるには拠点施設というものを念頭において、櫛引地域は一歩踏み出す必要があるのではないか。その宣伝から、いろんな要素を情報発信も含めて集約的に対応できる拠点施設的なものがないと、このグリーン・ツーリズム計画はまさに、本当にやる気ある民間の方々の動きに“おんぶにだっこ”という形でなかなか地域全体としては進まないのではないか。

櫛引の良さというのは歴史もあれば文化もありで、大切なものがたくさんあって、自然もあれば果樹もあり農業等々色々あります。そういうものを総合的に縫い合わせるような拠点施設が、私は必要ではないのか、というようなことをぜひ議論しながら市長の方に提言すべきではないかということを感じております。
支所長
   グリーン・ツーリズムの推進は、この３つの柱の中でも私どもにとっては一番難しいテーマであります。今、拠点施設のお話がありましたが、今の行政の方向性として、特定の大きな施設に職員を張り付けて、そこで専門に物事を行うということが、中々難しくなってきているということで、どちらかと言うと、いろんな小さなものを組み合わせて、いろんな所からのネットワークで、そこに小刻みに人を呼んできて、結果として交流人口の拡大に繋げるという方向性もあろうかと思います。拠点施設で展開できれは、大変見栄えもよろしいですし、発信力もあるということになろうかと思いますが、「ほのかたらのき代」、「ふるさと村宝谷」もグリーン・ツーリズムの拠点施設として、櫛引町が当時整備をしたという経過があります。その後少子高齢化の問題、スキー場、農業の低迷の問題等々がありまして、なかなか当初の施設の設置目的が十分果たせないまま、老朽化だとか、地域の過疎化が進んできたというところもありますし、それがまた行革の課題にもなってきていることもあります。そういった反省も含めて、私どもはこれから、成田委員がおっしゃったテーマについて、グリーン・ツーリズムという櫛引の地域振興の一つの柱をこれからどうするかということ、そこから一度議論しなきゃならないと思っていますので、大変大切なご指摘として承りましたので、一緒に考えさせていただきたいと思います。ありがとうございました。
会長
  それでは、ここで協議の(１)方は、打ち切らせていただきます。
（２）のその他で、次回第２回の開催予定について事務局から何かあればお願いします。
総務企画課長
８月下旬の第２回の講師を招聘しての研修会については、具体的に誰を呼んでどういう内容の話しを聞くかということについて、会長・副会長に相談して設定させていただきたいと思いますので宜しくお願いいたします。

併せて、第２回の地域審議会の開催後、会費制にはなりますが懇親の場を設定することについても併せて提案させていただきたいと思います。
会長

只今、事務局から第２回の会議終了後会費制による懇親会の開催提案がありましたが、このことについてご意見ある方ありますか。

　異議なしの声ありますので、それでは開催する方向で調整することとします。

７　その他

　７のその他について何かありますか。
総務企画課長
  事務局の方からはございませんが、委員のみなさんから何かございましたらご発言をお願いします。
今野慎太郎委員
  今年度事業についてではございません。来年度事業へ向けての考え方についてですが、一つだけ現状を申し上げて、改善策がとれるかどうかということを申し上げたいと思います。
現在のスポーツセンターや運動公園の運営方針については、既に25年度はスタートしている訳でございますが、例えば、スポーツセンターが利用される大きな大会というのは土・日・祭日に集中しています。しかしながら、その時はパートの管理人さん一人だけしかいないという体制で、何か緊急的な対応についても、その人たちに全部丸投げになっています。
平日はほとんど大会がない訳ですけども、やはり来年度以降、体育協会へ業務委託するということになれば、今の市職員の月曜日から金曜日までの出勤体制ではなく、大きな大会にあわせたような人員配置、交代制でも結構ですから組むべきではないかと私は常々考えていました。その辺のことを念頭に置いて、26年度以降の運営の方針にあっては検討していただきたいという要望を申し上げます。
会長

  只今の発言は、平成26年度へ向けてということですので宜しくお願いしたいと思います。
他に無ければ、これで第１回の櫛引地域審議会を終了いたします。長時間ご苦労様でした。

８、閉　会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16：15
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